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日英両国における原価計算システム

の実態調査について(2)

川 武 男

(5)材料消費価格の計算

材料消費価格の計算は,英国の企業が主に標準原価法(52%)を採用しているのに対し,我が国の企業は平均

法(総平均法が31%,移動平均法が31%)が多い.これを業種別に見ると,英国では一般化学･薬品･肥料･ゴ

ム･石油･フイルムおよび電気機器･光学機械･自動車･各種測定器などの企業が標準原価法を採用している.

一方,我が国では,英国の業種に加え,さらに精密機械･産業機械の企業が平均法を採用している.

表11

間11.貴社では,材料消費価格の計算に次のいずれの方法を採用しておりますか(複数回答可).

(1)個Br)原価法

(2)先入先出法

(3)後入先出法

(4)平均法(このうち,特に次のいずれですか)

(a)総平均法

(ち)移動平均法

(5)最終仕入原価法

(6)標準原価法

(7)その他(具体的に記入して下さい) ----･--

*1) (a) 42 30.7%, (b) 43 31.4% *2)各業種名は次の通りである(以下同様).

(1)食品加工･水産.精糖･醸造 (2)一般化学･薬品･肥料･ゴム･石油･フイルム
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(3)窯業･セメント･ガラス

(5)紙･パルプ･繊維

(7)精密機械･産業機械

(9)出版
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(4)鉄鋼･非鉄金属･金属

(6)電気機器･光学機械･自動車･各種郷定器

(8)造船･建設･デーゼル機関･鉄道車両

(10)その′他

秦..1ト1業種別材料費の計算

nO 回答社数

0 /8

0 /22

0 /2

0 /6

0 /6

0 /40

0 ′25

1 /16

0 /0

0 /12
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∫
(6)材料購入の発注点

英国の企業では,現場や倉庫係に関係なく,購入責任者が材料を主に発注している(39%).これに対し我が

国の企業は,もちろん英国同様に購入責任者が主に材料を発注するが(30%),現場と倉庫係からの要求によ

り(24%),あるいは現場だけの要求により(23%)随時発注することも少なくない.

表12

間12 貴社では,材料を購入する場合,その発注時点は,次のいず月tによりますか(複数回答可).

(1)現場からの要求により随時発注する

(2)倉庫係からの要求により随時発注する

(3)現場と倉庫係からの要求により随時発注する

(4)現場や倉庫係に関係なく,購入費任者が発注する

(5)その.他(具体的に記入して~Fさい) --------･--

表12-1業種別材料購入の発注点

nO 回答社数

0 /16

0 /15

0 /1

0 /6

0 /13

1 /20

0 /4

(7)発注量の決定方法

英国の企業は,生産計画(46%)ないしMRP (42%)によって発注量を決定している.これに対し我が国の
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企業tj:,その殆どが生産計画に基づき(83%)発注量を決定している.カンパン方式払 日本の企業が発明した

在庫管理方式であるが,両国ともほぼ同数の企業が採用している現実は興味深い.

%'1-3

間13.貴社では,材料購を入する場合,その発注量はどのように決定しておりますか(複数回答可)･

(1) 経済的最適発注(EOQ)モデルに基づき,発注量を決定している

(2) 生産計画に基づき,発注量を決定している

(3) 市場価格に基づき,発注量を決定している

(4) MRPに基づき,発注量を決定している

(5)カンパン方式(またはジャスト･イン･タイム)に基づき,発注量を決定している

(6)その他(具体的に記入して下さい)
--･------･

l

表13-1業種別発注量の決定方法
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(8)製造原価に占める各種原価の割合

英国企業の製造原価に占める直接材料費の割合は, 50%から70%までが最も多く,全体の35%にもなる.我が

国の場合, 60%から80%までが多く,全体の47%をしめている.このように我が国の企棄の方が,わずかばかり

であるが,製造原価に占める直接材料費の割合が高い.直接労務費についたは,両国共に20%以下が最も多く,

同様の傾向を示している.製造間接費は,英国の企業がわずかばかり多く,およそ30%以下である.我が国の企

業は20%以下が最も多い.

表14

(1) 直接材料費

8.0
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(2) 直顕労務費

横浜経営研究,第Ⅹ巻′･第3号(1989)

表14-1

表14-2

(3) 製造間接費(直接経費を含む)

100. 0
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表14-3-1業種別製造原価に占める各種原価の割合

･1R
/137
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表14-3-2

英 国

14-3-2 直接労務費

nO 回答社数

2 /16

1 /15

1 ■■

0 /6

1 /13

:0- /20

2 /4

0 /12

1 /3

2 /12

日 本

直接労務費

〔1〕<10%

[6] <60%

〔2〕<20%

〔7〕 <70%

〔3〕 <30%

〔8〕<80%

[4] <40% [5] <50%

〔9〕<90% 〔10〕≧90%
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表14-3-3
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(9)補助部門費の製造部門への層己賦方法

両国とも主に直接配賦法を採用して,補助部門費を製造部門へ配賦している.これを業程別に見てみると,莱

国では,食品加工･水産･精糖･醸造,電気機器･光学機械･自動車･各種測定器の順に直接配賦法を採用して

いる企業が多い.これに対し我が国の企業の場合,電気機器･光学機械･自動車･各穫測定器,精密機械･産業

機械の順に多い.

表15

間15.貴社では,補助部門費の製造部門への配賦方法として,次のいずれを採用しておりますか(複数

回答可).

(1)直接配賦法

(2)階様式配賦法

(3)相互配賦法

(4)その他(具体的に記入して~Fさい)
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(1C?製造間接費の製品-の配賦方法

英国では,直接作業時間(31%),直接労務費(29%)に基づき製造間接費を製品へ配賦している.我が国の

場合,主に直接作業時問(50%)を採用し,続いて素価に基づき(21%)配賦する企業が多い.

蓑16

間16.貴社では,製造間接費を製品に配分する場合,次のいずれを基準としておりますか(復数回答可)･

(1)直接労務費 (2)直接作業時間 (3)機械の運転時間

(4)製品の生産量 (5)直接材料費 (6)素価(直接材料費と直接労務費)

(7)その他(具体的に記入して下さい)
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(1i)期末仕掛品の評価方法

期末仕掛品の評価は,英国の企業が個別法(47%)を主に採用し,我が国の企業が総平均法(46%)と個別法

(33%)を採用している.

表17

間17.貴社では,期末仕掛品の評価方法として,次のいずれを採用しておりますか(複数回答可).

(1)期末仕掛品を評価していない

(2)毎期一定と仮定している

(3)個別法

(4)先入先出法

(5)後入先出法

(6)総平均法

(7)最終仕入原価法

(8)その他(具体的に記入して下さい)
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表17-1
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表17-2 期末仕掛品の評価方法として個別法を採用している企業の割合

(2)(15,22) (4)(6･6) (6)(20,40) (8)(12,16) (10)(12,12)
業種別総回答数(英国,日本)

E2英国 田日本

表17-3 期末仕掛品の評価方法として総平均法を採用している企業の割合

(2)(15･22) (4)(6･6) (6)(20,40) (8)(12,16) (10)(12,12)
業種別絵回答数〈英国,日本)

国英国 四日本
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(1う加工進捗度の決定方法

加工進捗度の決定は,理論的には必要完成品原価に対する実際投入原価の割合とされているが,実務では両国

とも理論のように決定されていない.英国の企業の52%,我が国の企業の49%が物確約完成安合いに基づき加工

進捗度を決定している.

表18

表18-1

0

∴1

/4

:3

0

1

0

/12

/3

2 1 /12

101

132

000

001

101

842



126 (346) 横浜経営研究 第Ⅹ巻 第3号(1989)

(1今坂売費および一一般管理費の製品-の配分

英国の企業の39%,我が国の企業の33%が販売費および一般管理費を製品に配分している.しかもその配分方

法は,英国の場合製品に直接加算する企業が多く,我が国の企業は主に売上原■価を基準として製品に加算してい

る.しかし,我が国の企業の中には,,一般管理費を売上高を基準として製品に加算している企業も39%ある.

表19

間19 貴社では,販売費(A)および･-一般管預費(B)を何らかの目的で製品原価に配分しますか.

(1)は い (2)いいえ

｢はい｣と答えた場合,販売費(A)および一般管理費(B)をどのように製品に配分しますか.該当

欄に○印をつけて下さい.
(A) (B)

(1)売上原価を基準として製品に加算する
(2)売上高を基準として製品に加算する
(3)製品に直接加算する
(4)その他(具体的に記入して下さい)

(A)販売費

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

(A)の場合
(B)の場合

(B)一般管理費

0 2.2
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表19-2

A販売費

竿lyLNin,ai回答社数･1,L[2,1[3〕E[4〕】no
) 790■ /16

･oー420
) 690 /15

211300
) 100 /1

o10∃00
) 150 /6 00100

) 3100 /13

o11110
) 8120 /20

21i212
) 121 /4

o10loo
) 660 /12

･丁3い丁
) 210 /3

o1…00
1

) 570 /12

･ol1丁
0

40i61f11/102717(15ー8
3

B一般管理費

･l,k2,l[3ヰ4〕Eno
回答社数

:lご;二三
/7

/6

垂.●章垂
/1

/1

÷一帖:仁
/3

/8

;榊:【÷
/1

/6

oil
1 00 /2

ユlo
1

211
/5

9h
17

5(2
/40

A販売費

回答社数

･1〕〔2〕〔3〕I[4〕no
/8

･Looーoo
/22

ololl30
/2

ooloolo
ノ6

ooI10[1
/6

o写1IlO
/40

813丁盲~T丁o
/25

4I3.OL3.1
3 2 0 1 1

0 0 0 0 0

0 0 3 1 0

16 10 8 9 3

B一般管理費

･1〕〔2〕I[3,I[4〕】no
回答社数

o[oolo1
/1

02020 /4

oo卜oolo
′0

丁2looio /2

･E21loo
/4

9(3010
/13

4山o 2!0
/10

(次回に続く)

〔よしかわたけお 横浜国立大学経営学部教壬受〕


